2016年6月25日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第18章1～10節
・引用：第13章10～12節
 『バガヴァッド・ギーター』第4章にはヤッギャーについて書かれていますが、ヤッギャーの中のヨーガ・ヤッギャーとの関連で、これまでずっと『ヨーガ・スートラ』について説明してきました。

そして前回からは『ヨーガ・スートラ』の8つの教え(アシュターンギカ・マールガ)が、『バガヴァッド・ギーター』ではどのように表現されているのかについてお話ししています。

前回引用した『バガヴァッド・ギーター』第13章8～12節をもう一度読み返してみましょう。

(参加者が8～12節のサンスクリット表記を読む)
『ヨーガ・スートラ』の8つの教えが釈迦の唱える八正道とも共通していることは、以前ヴェーダーンタ協会の釈迦の生誕祭でお話ししたことがあります。
もちろん釈迦は『ヨーガ・スートラ』が書かれるはるか以前に誕生していますが。

『ヨーガ・スートラ』の最初の2つであるヤマ、ニヤマはそれぞれ５つずつ、合わせると10の教えから成り立っています。

ヤマ

1 アヒンサー(非暴力)

2 サッティヤ(正直)

3 アスティヤ(不盗)

4 ブラフマチャリヤ(禁欲)

5 アパリグラハ(不貪)

ニヤマ

1 シャウチャ(清潔)

2 サントーシャ(満足)

3 タパス(苦行)

4 スワッデャーヤ(聖典の学習)

5 イシュワラプラニダーナ(神を瞑想する)

前回はこの10の教えが、①体・会話・感覚・心のコントロール、②清らかさ、③禁欲、④苦行、⑤聖典の学習、⑥神への信仰、の６つに要約できると説明しました。

『バガヴァッド・ギーター』から引用して、これらのポイントについて説明しました。

・自惚れや自慢をしない

・非暴力

・許すこと
・単純さ・素朴さ
内と外が同じでオープンで秘密がないことです

普通の人間には、本当の私、他者に見せたい私、なりたい私、の3つの顔があり、そうなると単純ではいられません。
[なりたい私]は人それぞれであり、なかには野心もなく、自己成長も望まない人もいます。

しかしいっぽうで、より良くなりたい、清らかになりたい、成長したい、もっと理想的になりたいと考える人もいるのであり、おそらく今日ここに参加している皆さんはそう考えていると思います。そして悟りはこの考え方のずっと先にあります。

我々は絶えず矛盾を抱えていて、それが我々が幸せになれずに苦しんだり、悲しんだり、疑ったり、混乱したりすることの原因です。

我々には良心があり、非道徳的な仕事をしていると良心の呵責に苦しみます。

他人には分からなくても、本人と神だけは何が問題なのか知っています。

必要なのは調和であり、個人として調和がとれていなければ家族にも調和がなく、家族に調和がなければ社会にも調和がなく、社会に調和がなければ国際的にも不調和になります。
単純素朴であれば個人が内側に抱えている矛盾を解決することも可能です。

単純素朴な人は内と外が同じであり、オープンで透明性があります。

・グルのお世話

・清潔さ

・抑制

感覚の対象から感覚を引き戻すためには2つのことが必要です。ひとつは欲望のコントロール、もうひとつは神以外のすべては一時的であると知ることです。
・自分を特別視しない

自分がいなくなればすべてがうまくいかなくなり、世界はストップすると考えるのは間違いです。

あなたがいなくなっても最初の内こそ多少問題は起こるかもしれませんが、結果的にはあなたが考えているのとは逆に、かえってよくなるかもしれません。

こう考えると自分を特別視することはなくなっていきます。

「私は先輩あなたは後輩、だから私を尊敬しなさい」という先輩意識はかつてほど強くはないものの、まだインドでも日本でも見受けられます。

西洋では文化の違いから皆平等ですが、甥が自分の叔父に対して「ジョン！」などと直接名前で呼びかけるのを見ると、それには少し驚きます。

・生の本質を識別する
内省と識別によって生老病死と輪廻が苦であると理解することですが、普通の人は「また生まれたくない」とは考えません。

・無執着

家族、身内、家、財産などに執着しないこと。

・非同一視

自分と自分の愛する対象とが完全に一体であると考えるのをやめること。

ここまで前回の説明をおさらいしてきましたが、前回説明が途中までだった『バガヴァッド・ギーター』第13章10節の残りの部分について解説します。

あらゆる事物に執着しないこと、妻子や家庭に対する愛着を捨てること、愉快なこと不愉快なことに遭っても、常に心を平静に保っていること、

アサクティル　アナビッシュヴァンガハ　プットラ・ダーラ・グリハーディシュ/ニッテャン　チャ　サマ・チッタットヴァム　イシュターニシュトーパパッティシュ//

イシュターニシュトーパパッティシュのイシュタのひとつの意味は、信者が自ら選択した神のことです。たとえばヴィシュヌの信者にとってのシュリ・クリシュナや、ラーマクリシュナの信者にとってのシュリ・ラーマクリシュナ、キリスト教信者にとっての主イエスのことです。

イシュタにはもうひとつ、「楽で便利で良いもの」という意味もあります。

この意味ではイシュタの否定形アニシュタ(anist:イシュターニシュトー)は、「不便、不利、困難な」ということになります。

普通の人は便利で楽な状態を好み、少しでも大変な状況に直面するとたちまち文句が出ます。
ある時は人に、時には神に不満を述べますが、そうなると心の静けさは失われます。
ヨーガの目的は心の静けさです。(ヨーガ・チッタ・ヴリッティ・ニローダハ)
静けさのイメージは湖の水面ですが、イシュタの状態では静かでもアニシュタになるとすぐに心が揺れ動くようではヨーガはできません。
人は成功すればとても喜びそれを祝い、失敗すると悲しみますが、成功であれ失敗であれどちらの場合も、その時心は圧倒された状態にあります。

圧倒された状態は心の幸せにとってよくありませんし、仕事のためにもマイナスです。

成功でも失敗でも圧倒された状態では心は落ち着かず、完璧な仕事はできません。
心がイライラしていると仕事でもミスを犯しますし、人間関係もうまくいきません。
ヨーガの目指す心の静けさは心の平和、仕事の両方にとって大切です。

大会社の経営者もこのことに気づいています。
マネジメント関連の本は多く出版されていて、最初の頃は米国式、続いて日本式マネジメントが注目されましたが、最近では『バガヴァッド・ギーター』のアイデアが経営に取り入れられるようになっています。
「成功しようが失敗しようが結果に執着せず、奉仕の考えで仕事をしなさい」という教えが経営の現場で注目されています。
ニッテャン　チャ　サマ・チッタットヴァムのサマ・チッタットヴァムは、「常に心が同じ状態」という意味です。(ニッテャン：常に　　チッタ：心　　　サマ：同じ)
イシュタの時もアニシュタの時も変わらず絶えず心が静かである、ということです。

　　　　　　　　　　　
次は第13章11節です。

至高者(私)から決して心を離さず、世俗を離れて静かな処に独居し、俗世間の人々とは無益な交際をしないこと、

マイ　チャーナンニャ・ヨーゲーナ　バクティル　アッヴャビチャーリニー / ヴィヴィクタ・デーシャ・セーヴィットヴァム　アラティル　ジャナ・サンサディ //

マイ　チャーナンニャ・ヨーゲーナのマイとは私のことであり、直接的にはシュリ・クリシュナを指しますが、文脈上ここでは神のことです。
そしてここでの神とは真理であり、唯一の道、唯一の目的、唯一の避難所を意味しています。

イエスも「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。」と言っています。
（新約聖書　ヨハネによる福音書14章6節）
アナンニャ・ヨーゲーナは、「神はすべてであり、神だけが永遠の友人、永遠の避難所、永遠の身内であり、それ以外のものはすべて一時的である」という意味です。

ひとつの物語をお話しします。

昔ある僧がいましたが、彼の持ち物といえば古びた毛布一枚だけでした。

僧も信者からの布施などの収入を得ることがあり、それを目当てにある泥棒が僧の住まいに忍び込み、僧の唯一の所有物である毛布を盗みました。

翌日になって泥棒に入られた僧は警官のところに行き、被害届を出しました。

僧が申告した盗まれたもののリストには、枕、服、ショール、傘、シーツなど数多くの品物が書かれていました。これを見た警官はたいそう怒り、捜査の結果泥棒を逮捕しました。

警官が泥棒を責めると泥棒は憤慨して、「確かに私は盗みを働いたが、あの僧は嘘つきだ。沢山のものを盗まれたかのように言っているが、私が盗んだのは毛布一枚だけだった。そして盗んだ夜は気づかなかったが、明るくなってからよく見てみると穴だらけのボロボロの毛布だった」と言いました。これを聞いた警官が僧に問いただすと僧は、「確かに泥棒の言うとおりだが、私も何ひとつ嘘はついていない。私のあの毛布は雨の時は傘になり、眠る時は枕になり、時には服にもショールにもなる。ものとしてはひとつでも、あれがなくなると私は被害届に書いたすべてを失うのだ」と答えました。

信者にとっての神とはこの僧にとっての毛布と同じなのです。

信者にとっては神が母、父、息子、娘、友人、身内でありすべてなのです。

いま紹介した話を最初に知った時、私はとても感動しました。

バクティル　アッヴャビチャーリニーのバクティが神に対する愛のことであるのは皆さんもご存じだと思いますが、ここでは特別なバクティのことです。
アッヴャビチャーリニーはヴャビチャーリニーの否定形ですが、ヴャビチャーリニーは「質を落とした、不純な」(adulterated)という意味です。
ですからその否定形のアッヴャビチャーリニーは「混じり気なしの、純粋な」という意味です。

では特別なバクティである混じり気のない信仰とはどういうものなのか、具体的に説明します。

普通の人の神への愛(ヴャビチャーリニー・バクティ)とは、「神も愛する、身内も愛する、お金も愛する、車も愛する」という意味での愛です。

純粋な信仰(アッヴャビチャーリニー・バクティ)はこれとは違い、愛する対象は神だけです。
ヴィシュヌ派の聖典ではこのアイデアがいたるところに見られ、その代表的な例はブリンダーバンの牛飼いの乙女ゴーピー達のクリシュナに対する愛です。

ゴーピー達には家族も富もありましたが、彼女達が本当に愛したのはシュリ・クリシュナただ一人でした。
たとえ神に対する愛があったとしても、普通の人の場合はいろいろある好きなもののうちのひとつとして神があります。
霊的に進むにつれて好きなものは徐々に絞られていき、最終的には神だけになります。
誤解しないでほしいのですが、神だけを愛しているからと言って他のものが嫌いというわけではありません。すべてのものの中に神を見て愛するのです。

神以外には何もなくその神は遍在なので、自分の妻、息子、娘、友人の中にも神を見るのです。

アッヴャビチャーリニー・バクティとヴャビチャーリニー・バクティの違いが分かったと思いますが、このアッヴャビチャーリニー・バクティはスワミ・ヴィヴェーカーナンダの『バクティ・ヨーガ』に書かれているパラ・バクティと同じです。
『バクティ・ヨーガ』を持っている方は家に戻ったら、このパラ・バクティについて書かれている箇所を読み返してください。

ヴィヴィクタ・デーシャ・セーヴィットヴァムのヴィヴィクタ・デーシャは、「人の訪れない場所」(solitary place)の意味です。人がいないとは言っても機械が稼働している工場の隣などではなく、騒がしくない静かな場所のことです。
注釈者であるスリッダーラ・スワミによれば、「そこに足を踏み入れただけでたちまち心が清まるような場所」のことです。
ヨーギ達は神聖で静かで人が訪れない山の上や森の奥などの、自然な場所を好みます。
アラティル　ジャナ・サンサディは、「人の多い場所を好まない」という意味です。
人の多い場所(ジャナ・サンサディ)を嫌う(アラティル)のですが、人の数が多い場所に行かないだけでなく、人とコミュニケーションを取らなければならない状況を避けるのです。
誤解のないように説明しておくと、これは引きこもりとは違います。

引きこもりはサットワ的ではなくタマス的な状態です。

引きこもりは心の問題であり、コミュニケーション能力がないために人を避けているのです。

今説明しているアラティル　ジャナ・サンサディは心になんの問題もないのですが、自分の霊的実践のために世俗的なコミュニケーションを避けることなのです。

できないのではなく、肯定的な目的のためにあえてコミュニケーションをしないのです。
人と人とのコミュニケーションとしてたとえばお喋りについて考えてみると、いったん話し始めるとそれは際限なく続き、そのことでエネルギーを浪費してしまいます。

しかし霊的実践や瞑想のために、エネルギーを貯えておくことは必要です。

それだけではなくお喋りによって心は落ち着かなくなり、またその内容も他人の批判だったり、悪口だったり、嘘だったり、無駄話だったりします。
お喋りで神や霊的な問題が話題に上ることはなく、その内容はほとんどが世俗的な自分の仕事や政治の話だったりします。

ですから本当の神の信者や本当に霊的な人は、このようなコミュニケーションを嫌うようになります。霊的なことについて話をするなら構いませんが、それにも限度はあります。
インドでは求道者同士が霊的会話をする場合でも、最高二人(一対一)までにとどめるべきであり、三人以上が集まってする会話は単なる世俗的なお喋りに堕してしまうと考えられています。

霊的な実践を最初から単独で行うのは難しいので、二人一緒に始めてもいいのですが、実践が進んでくれば独りでできるようになります。

聖典『バーガヴァタム』の中に「アヴァドゥータの24のグル」という物語があります。

『バーガヴァタム』(Bhagavatam)にはもちろんクリシュナの生涯についても書かれていますが、その他にもいろいろ面白い物語があります。

僧であるアヴァドゥータ(Avadhuta)は自然や動物などを観察して、そこから学んでいました。

これからお話しする物語では、アヴァドゥータはひとりの主婦から学んでいます。

ある主婦がいましたが、彼女は左右の腕にたくさんの腕輪をつけていました。

家事などをする際にその腕輪同士がぶつかり合って音がするので、彼女は仕事に集中できませんでした。腕輪はガラス製だったので、音に苛立った彼女は自分で腕輪を割って壊しました。それでもまだ腕には腕輪が残っており、音が気になるたびに主婦は腕輪を割って捨てました。最終的に左右の腕に腕輪がひとつずつになって音はしなくなり、家事に支障のない静かな状態になりました。
この様子を見たアヴァドゥータが学んだことが、今説明した13章11節の「世俗を離れて静かな処に独居し、俗世間の人々とは無益な交際をしないこと」と同じです。
主婦は家事に集中したかったのですが、たくさんの腕輪がぶつかり合う音はそれを妨げました。
もちろんこれはヨーギにとっては大切な教えですが、家住者がそのままこの教えに従い他人との交わりを完全に断つことは困難です。

しかし『ヨーガ・スートラ』はヨーギのための教えである、ということを忘れないでください。
ヨーギにとっては独りでいることが理想であり、それを象徴するのがひとつの腕に腕輪がひとつだけという状態です。
日本人にはあまり馴染みがないかもしれませんが、インドでは女性がたくさん腕飾りをつけているのはありふれた光景です。

次は13章12節です。
己の本性を悟ろうと常に努力すること、真の知識の究極の目的は何かを知ること、これこそが真の智慧であり、これに反することは、すべて無知無明である。

アッデャートマ・ジュニャーナ・ニッテャットヴァン　タットヴァ・ジュニャーナールタ・ダルシャナム / エータド　ジュニャーナム　イティ　プロークタム　アジュニャーナン　ヤド　アトーンニャター　//

アッデャートマ・ジュニャーナ・ニッテャットヴァンのアッデャートマ(Adhyatma=Adhi+Atma)は、アディとアートマの二つの言葉から成っています。　　
アートマはアートマン(魂・霊・内なる自己)のことであり、アートマ・ギャーナは魂の知識ということになりますが、より包括的に神・真理・魂をすべて含んだ実在の知識と表現することができます。
実在の知識があるなら、その反対の非実在の知識も存在します。
非実在の知識とは学校などで教える普通の知識、世俗的な知識のことです。

我々が生きていく上でこの非実在の知識も必要なので、その点は間違えないでください。
しかしこの非実在の知識は一時的で、それが我々を支えてくれるのは今生限りです。
魂の知識のほうは今生だけでなく来世にも生きて、最終的には輪廻から脱出させてくれます。
ヨーギにとってはこの実在の知識が重要であり、ステップとしては最初に気づきがあり、次に識別、そして実在の知識へと進んでいきます。

ニッテャットヴァンは「いつも」という意味であり、ある時は知識があるのに別な時にはそれがなくなっているなら、それはニッテャットヴァンとは言いません。
我々もこのバガヴァッド・ギーターのクラスで勉強している時には実在の知識について理解していても、一歩外に出るとそれを忘れてしまいます。

瞑想についてもそうですし、自宅で聖典の勉強をしている時には真理についての気づきがあっても、仕事をしている時にはそれがなくなっています。

『ヨーガ・スートラ』のヤマ、ニヤマも絶えず実践しなければなりません。

たとえば沈黙の誓いをしている時は無言でいても、その時間が終わったとたんにお喋りが始まるようではいけません。
断食を続けていたのに、その期間を過ぎたらたくさん食べてしまうのもよくありません。
沈黙期間の後のお喋り、断食期間の後の食事、いずれも抑制しなければなりません。
タットヴァ・ジュニャーナールタ・ダルシャナムのタットヴァ・ギャーナは前出のアートマ・ギャーナと似ていますが、より「真理」に焦点を当てたアイデアです。
ウパニシャッドの中にアルーニ(Aruni)が息子のシュヴェータケトゥ(Shevetaketu)の「ブラフマンとは何か」、という問いに対して答えたとても有名なフレーズがあります。
汝はそれなり　(Tattwamasi = Tat+twam+asi:タットヴァムアシ)
3つの言葉から成っていて、タットは「それ」、トヴァムは「あなた」、アシは「～です」の意味であり、ここでの「それ」はブラフマンのことです。
つまりアルーニは息子に対して、「あなたはブラフマンなのです」と教えているのです。

最初は真理の学習、瞑想、識別を通して、真理の偉大なレベルであるブラフマンがなんであるか、その本性がなんであるかをはっきり理解しなくてはなりません。

頭だけで理解したブラフマンには色々なアイデアが混在していて、本当の姿ではありません。ブラフマンを頭で理解するだけでなく、はっきりイメージできなくてはなりません。

絶対の真理、知識、至福であり、永遠、無限、自由であるこのブラフマンがタットです。

次に個人的なレベルであるトヴァム(あなた)について考えなければいけません。

あなたの本性がなんであるかについても、皆さんの理解にはいろいろなアイデアが混在しています。肉体、エネルギー、感覚、心、知性、記憶、自我、そして魂というようにいろいろなレベルがあるのに、それらを混合したものをあなたの本性だと思っています。
サンスクリットにShodhanという言葉がありますが、この言葉の意味は「純化する」です。
たとえば不純物の混じった原油を精製して純粋な石油にする、或いは金鉱石を冶金して純金を取り出す、などのことです。

あなたが自分自身だと思っているものには、あなたの本性である魂以外の不純物(肉体、心、・・・)が混ざり合っています。

これを識別によって取り除いた後に残るのが、あなたの本性であるトヴァムです。
そしてタットとトヴァムのそれぞれを本当に理解したうえで、最終的にこれらが同一のものであるということまで理解した時の結論が、「汝はそれなり」(タットヴァムアシ)です。

聖典の中には何度も「ShodhanをすることによってTattwamasiを理解しなさい」という教えがでてきます。

ダルシャナムの意味には「見る、哲学、・・・」などがありますが、文脈上ここでは「真理の知識(タットヴァムアシ)について議論したり、考えたり、思い出したりする」という意味になります。
シャンカラチャーリヤが遊行僧について書いた讃歌があります。
いつも真理について考えたり話したりしていて、そうすることを最も好み楽しむ
他者から貰ったもので満足していて

心に苦しみ悲しみが何もなく

絶えず放浪している

そのような人は幸せ者である
12節の最後の　エータド　ジュニャーナム　イティ　プロークタム　アジュニャーナン　ヤド　アトーンニャターは、

「これまで話してきたことこそ(第13章8～12節)真の知識であり、それ以外はすべて無知である」
という意味です。
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